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国 際 会 長 主 題 

ア ジ ア 会 長 主 題 

東 日 本 区 理 事 主 題 

あ ず さ 部 部 長 主 題 

東京西クラブ会長主題 

“Misson with Faith”「信念あるミッション」 

“Through Love.Service”「愛をもって奉仕しよう」 

「原点に立って、未来へステップ」 

「ワイズメンとして一歩前進」 

「少しでも前へ進もう そしてあがいてみようこの一年」 

 

 

 

 

 

初めての担当主事でした。担当

主事の役割は、クラブメンバーの

方々に YMCA の活動報告をする

ことが大切な役割だと伝えられ

たのは覚えています。確かにそう

なのですが、それ以上でもそれ以

下でもない漠然としたものでし

た。 「判らないことが判らない」

という感じでスタートを致しま

したが、入会前に当時のクラブの

堀内会長にホテル学校にお越し

いただき、いろいろとお話をお伺

いできたことが非常に有難かっ

たのを思い出します。堀内さん流

のウェルカムなメッセージと「一

緒に楽しみましょう」という雰囲

気が溢れていたので、不安よりも

楽しみなスタートになりました。 

今思うと、担当主事の役割

（YMCA の活動報告）を実行する

前に、大事なことがあったように

思います。それは、クラブメンバ

ーの方々を知ること、そして自分

を知って頂くことです。続いてク

ラブの活動を知ること。最後に自

身の YMCA での働きと、YMCA

 

 

全体の活動を知って頂き、またご

意見をお聞かせ頂くことの繰り

返しが担当主事のシゴトなのだ

と思います。実際は、メンバーの

方々と少しでも多くの時間を共

有してワイズライフを一緒に楽

しむことが担当主事の私なりの

姿だったように思います。 

 東京西クラブの担当主事をさ

せて頂いて 3 年を経た頃でした。

山田さんから「小畑さん、ホテル

学校のために何かクラブとして

出来ることはありませんか？」と

お声掛けを頂きました。とても嬉

しかったことを思い出します。そ

の時、いろいろと考えたのです

が、何か学生との繋がりを作り出

せないかと思って私費留学生へ

の奨励金ファンドをお願いしま

した。それまで、専門学校をサポ

ートするクラブが無かったよう

でしたから、このファンドの設立

は担当主事冥利に尽きる思い出

です。10 年間、とても楽しい担

当主事ワイズライフでした。あり

がとうございました。 

風薫る多摩丘陵歩き 
ＷＨＯ１９８回は百草園 

 戦前からの多摩丘陵のハイキ

ングコースが開発の波をかぶり

消えました。それでも部分的に

は、面影を残します。緑がまぶし

い京王百草園を中心に多摩の丘

の道を歩きます。アルティジャー

ノ・ジェラテリアは、地元酪農家

のアイスクリーム店。 

期 日：5 月 21 日（第 3 土曜日） 

コース：京王線・聖蹟桜ケ丘駅－

＜タクシー＞－京王百草園

－百草八幡神社－六地蔵－

アルティジャーノ・ジェラテ

リア－大栗川—並木公園－徳

寿寺－原峰公園－熊野神社

－京王線・聖蹟桜ケ丘駅 

集 合：京王線聖蹟桜ケ丘駅西口 

9：40 

解 散：京王線聖蹟桜ケ丘駅 

14：30 

参加費：300 円（交通費・施設利

用料は各自負担。今回は

入園料はなし） 

携行品：昼食、飲物、雨具、敷物 

４ 月 の 記 録 ニ  コ  ニ  コ 17,551円 

在 籍 者 数 

(内功労会員) 

１７人 

１人 
メ ネ ッ ト １人 クラブファンド 38円 

例会出席者数 １４人 コ メ ッ ト ０人 ファンド残高 343,424円 

メーキャップ １人 ビ ジ タ ー ５人 ホテ校ファンド 8,500円 

出 席 率 ９４％ ゲ ス ト ０人 ホ テ 校 残 高 194,808円 

前 月 修 正 －   出席者合計 ２０人 ＷＨＯ参加者 ３８人 

 

 

知恵ある人に与えれば、彼は知恵を増す。神に従う人に知恵を与えれば、彼は説得力を増す。

主を畏れることは知恵の初め 聖なる方を知ることは分別の初め。 旧約聖書箴言９章１０・１１節 

2016 年５月号 
ＮＯ ４７７ 

 

担当主事１０年間の想い出  前担当主事 小畑貴裕 

 

クラブ役員 

会  長 大野 貞次 

副 会 長 高嶋美知子 

書  記 篠原 文恵 

会  計 石井 元子 

担当主事 宮崎  純 



今月の強調テーマ：   ＥＦ／ＪＥＦ 

街路樹のいちょうの緑が日に日に色濃くなって

いきます。 

5 月例会は、西川喬也さんをお招きしてお話を

伺います。クラブとしても目新しいテーマのお話

ですので、興味を覚えます。 

お知り合い、友人を誘ってご出席ください。 

日時：５月１９日(木)１８：４５～２１：００ 

会場：｢あんさんぶる荻窪」５Ｆ 第２会議室 

（杉並区荻窪 5-15-13  TEL／03-3398-3191） 

会費：1,500 円（ゲスト、ビジター、メネット） 

担当：B 班（神谷、河原崎、高嶋、竹内） 

 

ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ 

3 月現在、在籍者には該当なし。 

2015／５-２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－４月事務会報告－ 
日 時：4 月 28 日（木） 

19：00～20：20 

場 所：荻窪・ピアンタ 

出席者：石井、大野、神谷、木原、 

篠原、本川 

＜報告事項＞ 

①4 月のデータを確認した。 

②4 月の経常会計を承認した。 

③会員の近況が報告された。 

④4 月 23 日の富士五湖クラブ主

催「フライング大会」参加者：

大野、神谷、篠原 

＜協議事項・例会関係＞ 

▲6 月例会 

日時：6 月 16 日（木） 

会場：あんさんぶる荻窪 5F 

クラブ年次総会を予定 

担当：C 班 山田利、小山、 

鳥越、本川、宮崎 

▲7 月例会 

日時：7 月 21 日（木） 

会場：未定 

卓話：未定 

担当：A 班 吉田、石井、木原、 

篠原、堀内、山田紀 

＜協議事項・例会以外＞ 

①第 3 回あずさ部「アイリス評議

会」 

日時：5 月 14 日(土)12 時 30 分 

出席予定者：大野、石井、神谷、

篠原、高嶋、本川 

②熊本地震被災救援基金につい

て：クラブとして 5 月例会で募

金を行い送金することを決定。 

③東京多摩みなみクラブ設立総

会 

 日時：5 月 22 日（日）15：00～ 

 会場：コンティ―多摩センター 

 会費：5,000 円 

④石巻広域クラブチャーターナ

イト 

 日時：5 月 28 日（土）14：00～ 

会場：石巻グランドホテル  

会費：7,000 円 

同クラブは、仙台、仙台青葉

城、仙台青葉城がスポンサー

で、被災地に生まれるクラブ。 

⑤東京多摩みなみクラブチャー

ターナイト： 

 日時：7 月 17 日（日）午後 3 時 

 会場：コンティー多摩センター 

同クラブは、東京まちだクラ

ブの 25 周年、東京コスモスク

ラブの 20 周年記念事業として

設立取り組みがなされた。 

⑥創立 40 周年記念で発行する

WHO コース集の表紙のデザイ

ンが大野会長から提供された。 

(書記・篠原文恵) 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付 高嶋美知子 

              司会 河原崎和美 

 

開会点鐘            大野 会長 

ワイズソング 

聖書朗読・感謝         竹内  隆 

挨拶と紹介           大野 会長 

会食と歓談                 一   同 

卓話  「キリスト教と 

ハーバード交渉プロジェクト」 

                西川喬也さん 

ハッピーバースデー 

ワイズ報告           大野会長他 

ＹＭＣＡ報告            宮崎 主事 

スピーチ（ニコニコ）          一   同 

閉会点鐘             大野  会長 

卓話者紹介 

西川喬也（にしかわ・たかなり）さん 

1973 年、システムエンジ

ニアとして日本 IBM 社に入

社。主に金融関係を顧客とし

た。1995 年～1998 年、米国

IBM 本社に勤務。帰国後日本

IBM で研究講師に就任した。 

以後 15 年にわたり、主と

してボストン CMI 社の公認

講師として「ハーバード交渉

スキルコース」を担当した。 

受講者は約 2 万人。 

現在は、都庁観光サービ

ス、杉並介護応援団、まちの

塾フリー・ビーなどでボラン

ティアを行っている。杉並育

ち、杉並在住。 

５月例会のご案内 
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－４月例会報告－ 
久しぶりの入会式も 

 桜は散ってしまったが、4 月 21

日は待望の入会式を併催しての

例会となった。卓話のお客様は東

京サンライズクラブの小山久恵

さん、旅好きな当クラブメンバー

の期待通りの「BF 代表として豪

州の旅」が始まった。 

 豪州は、单東部にしかクラブが

なくなっていて、サウスパシフィ

ックエリアコンベンション（单太

平洋地域大会）に参加したあと、

ホームステイしながら 12 クラブ

を約 1か月かけて訪問なさったと

のこと。 

広大な地域に散らばるクラブ

訪問では移動だけで 1泊以上かか

ったところもあり、女性ならでは

の視点で映像と共に語られた。 

殆どのクラブは YMCA 内に専

用室を持ち、バナーなどが常設展

示され地域に溶け込んでいる。例

会運営もラフなスタイルで、初め

にアルコールで親睦を図り、その

流れで、開会点鐘・聖句も省略と

いうクラブもあったという話が

印象に残った。 

また、スパクラブという若者の

クラブは、例会をもたないでネッ

トで奉仕活動の呼びかけ、連絡を

取り合うそうだ。 

卓話が終わり、片平進一さんと

4 月から着任された宮崎純新主事

の入会式が行われた。ろうそくの

灯りで誓いの言葉が交わされる

光景は、いつも感動を覚える。 

小畑貴裕さんは、10 年間当クラ

ブの担当主事を務められ、目に見

える形で私たちと接して下さり、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバーからも感謝の声が寄せ

られた。40 周年祝会までは、応援

のために荻窪を訪ねて下さるそ

うである。     (篠原文恵) 

出席者：石井・大野・片平・神谷・

河原崎・小山・篠原・高嶋・竹内・

鳥越・本川・宮崎・山田利・吉田、

＜メネット＞神谷、＜ビジター＞

小山久恵さん・小山憲彦さん（東

京サンライズ）、佐藤茂美さん（東

京）、小口多津子さん（東京八王

子）、小畑貴裕さん（東京まちだ）、

＜MU＞木原（4 月事務会） 

 

－１９７回ＷＨＯ報告－ 

春の荒川土手の道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 23 日、JR 赤羽 駅に 38 人

が集合。このくらいの人数が動き

やすい。旧日光御成道の旧岩淵宿

にある大満寺、正光院、八雲に立

ち寄り、都区内で唯一の酒造所・

小山酒造を門外から覗いて新河

岸川土手から新荒川大橋を渡る。

眼下に川口パブリックゴルフ場

を見下ろしながら、荒川左岸の土

手の道を下る。 

野草が今が盛りと春の花を競

っている。渡る風も心地が良い。

広い空、対岸の景色ものどか。 

ただ、舗装された、

ほぼ一直線の道は、卖

調で疲れやすいのか、

11 時半ぐらいから、昼

食時間を気にする声が

出始めた。 

“清流ルネッサンス”

として川口で取水され

た荒川の水が 14km の

トンネルによって荒川

に注ぐ綾瀬川などの河 

川に送られて、水質浄化、水量増

加がなされている。 

その送水トンネルの上部にメ

トロ单北線が走っているとのこ

と。歩き始めて約 15,000 歩、新

芝川が荒川に合流する地点にあ

る都市農業公園の木陰で1時間の

昼食休憩。ここは、江戸東京の蔬

菜の供給地であった足立の農業

を伝え、自然との共生を学ぶ公

園。昼食後、江北五色桜のうち、

まだ花の残っている桜花を鑑賞。

地元から移築された、古民家、長

屋門をめぐり、古い農機具の展示

館を楽しんだ。 

案外時間をとった

のが野菜畑。数多くの

春野菜が栽培され、夏

野菜が播種されてい

た。男爵とメイクイ

ン、キタノアカリ、普

通の馬鈴薯の苗を見

比べた。ここでもにわ

か農学博士が登場。再

び、土手の道を歩き、

環 7 通りを横切った 

先で土手を下り、熊之木ひろばで

休憩、バス操車場で解散。17,000

歩。バスは、池袋行や、田端駅、

お茶の水駅経由の東京駅八重洲

口行があり、日暮里舎人ライナー

の開通までは、山手線と結ぶ鉄路

がなく、陸の孤島と言われた時代

を思い浮かべた。  （吉田明弘） 

ワイズ関係の参加者は、石井・

吉田（東京西）、中澤（東京たん

ぽぽ）、関（石巻広域）。 

写真は、5 月の WHO・荒川左

岸の富士山ビューポイントから。 

  

クラブ入会式で､誓いの言葉を述べる 

写真左から大野会長､片平進一さん､宮崎純新主事 

 

 

 

 

 

 

卓話者の小山久恵さん 

 



2015／５-４ 
ペンタゴンＤＢＣと 
震災支援活動 その２ 

（2月号掲載の「ペンタゴンDBC

と震災支援」の続き） 

現在までの支援活動の概略は、

次の通りである。 

▴2011 年 6 月に開催された東日本

区大会において盛岡クラブ、仙台

クラブ、仙台青葉城クラブ、仙台

広瀬川クラブに各 30 万円、自宅

全壊の方に 3万円の見舞金を贈呈

した。4 クラブは、盛岡 YMCA、

仙台 YMCA の救援活動支援に用

いたと聞いている。 

▴同年 10月 29日～31日にペンタ

ゴン DBC 有志で被災地慰霊旅行

を行った。参加者は、東京西 1 人、

京都ウェスト 2 人、大阪西 2 人、

神戸西 1 人の 6 人であった。仙台

3 クラブのメンバーが 3 日間案内

係を務めてくださった。 

仙台 YMCA に被災支援活動費

として 30 万円贈呈した。 

▴仙台 YMCA が、同幼稚園に仙台

に避難してきた幼稚園児2人を受

け入れることになったので、これ

を支援する仙台 3クラブの要請を

受け、卒園までの 3 年間にわたり

合計 150万円を仙台 3クラブに託

した。 

▴仙台 YMCA が恒例の同 YMCA

少年サッカー大会に被災地小学

生サッカーチームを招待した。こ

の大会に対して支援仙台3クラブ

を介して、主に参加賞品として

2013 年には 40 万円、2014 年に

は 6 万円、2015 年には 3 万円、

合計 49 万円を贈呈した。この大

会にペンタゴン DBC メンバーも

応援に参加した。 

▴宮城県下の被災地各地の地元の

団体が、各地に震災を忘れないた

めの記念碑の建設を行っている。

その一環である第 28 番目の記念

碑「津波の石碑」が石巻市雄勝町

名振地区に建立された。この碑の

建立には仙台 YMCA、仙台 3 クラ

ブが応援している。ペンタゴン

DBC も仙台 3 クラブと協同し 10

万円を同 3 クラブに贈呈した。こ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の碑の除幕式・感謝会が 2 月 27

日（土）に行われ、これに東京西

2 人、京都ウエスト 3 人、大阪西

2 人、神戸西 1 人の 8 人が参加し

た。 

 除幕式終了後、漁協会館で感謝

会が開かれ、振る舞われた海鮮料

理をいただき、最後に東日本区を

代表して渡辺隆東日本区理事が

あいさつした。 

 地震、津波の被害を受けられた

方々が、よく言われているように

この被災を決して忘れまい、被災

されなかった人々にも忘れてほ

しくないとの思いを持っておら

れる。この思いは我々も共感で

き、微々たることしかできない

が、できるだけのことはしたいも

のである。その思いがペンタゴン

DBC にあっては、人的支援延 19

人、支援金 368 万円となって表わ

れている。     （神谷幸男） 

 

大阪西クラブ スプリング 
フェスタｉｎ木器窯参加記 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう何回目になるだろうか、大

阪西クラブ 4月 29日の恒例行事、

スプリングフェスタ in 木器窯に

参加した。今年は、春が足早に過

ぎ去ったためか、例年は見事に満

開の八重桜は、殆ど散ってしまっ

てわずかに花が残るのみ。しかも

若干肌寒さも感じられる日和で

あった。 

正午の開会はワイズソングに

始まり、清水誠治郎会長による開

会あいさつ。今年は 25 回目と言

うことで、25 年間会場と接待を提

供していただいている木器窯・田

中和人窯主への感謝が述べられ

た。また、熊本地震支援に触れ、

我々はできるだけの支援をしよ

うではないか、品物は仕分けと配

布が人手不足で困難である、ボラ

ンティアも 40 歳以下の若い人な

らば良いが、それ以上の人はかえ

って支援活動の妨げになること

があるようである。だから我々は

必要な物資を必要な時に調達す

ることができる業者を利用する

ための、現金を支援することが最

も重要であるからお金を集めよ

うとアピールされた。 

続いて参加クラブ代表の祝辞、

とあいさつ、大阪西クラブの新人

2 人（1 人は 40 歳、もう 1 人は

29 歳）の紹介があって、食前感謝

と乾杯でお楽しみ会食となった。

豊富に提供された野菜料理と三

田牛のステーキそしてワインと

ビールを楽しみながら、旧友と新

たな出会いの交流を深めること

ができた。 

閉会式では、25 周年を記念

して記念品として自然木で

作られた“木器”と書かれた

額と、神戸西クラブから特殊

字体で“木器”書かれた額入

り色紙が木器窯の田中和人

窯主に贈呈された。清水会長

の閉会あいさつをもってお

開きとなった。東京西クラブ

からは、高嶋さんと神谷、神

谷 M が参加した。 

     （神谷幸男） 

 
石巻市雄勝町名振地区の海岸付近の

高所に、ペンタゴンＤＢＣも協力して

建立された「津波の石碑」。（石碑の上

に飾られている少女の表情がとても

可愛らしい） 

大阪西クラブと東京西クラブの女性メン

バー・メネットのくつろぎのひととき 
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☆☆ インタビュー ☆☆ 
青木一芳さんに聴く 

＊  ＊  ＊ 

青木一芳さんは 1994－95年度

国際会長、クラブでは長年、ブリ

テンエディター。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―青木さんは、広島出身ですか。 

「生まれは千葉市です。国民学

校(小学校)3 年生の時茨城に疎

開、福島に移りました。東京で大

学と修士課程を終えて、広島の国

立大学に助手として就職しまし

た」 

―広島から東京の私大に専任講

師として移り、数学を教えられて

いたとか。どうしたら数学って好

きになれるのですか。 

「高校時代は学校新聞つくりに

明け暮れていたのに、何を間違え

たのか理科系に進みました。数学

は“科学の言葉”というところに

新聞と共通点があるのかなぁ」 

―私が初めてお目にかかったの

は、宝塚での日本区大会で、幼い

娘さんを 2 人連れられて、舞台に

上がられた時でした。 

「1972 年、チャーターしたての

千葉クラブのメンバーとして初

参加の区大会でしたね。娘めぐみ

が 4 歳、のぞみが 2 歳でした」 

―YMCA やワイズとの接点は、

広島時代にあったのですか。 

「全然。ただ、私は広島流川教

会で受洗、千葉に移ってから関東

在住のこの教会の関係者に“流川

だより”を配信していたところ、

その受信者の 1 人で後に区理事

になられた故田中眞さん（東京）

の目に留まって、千葉 YMCA と

ワイズの設立に誘われたのです」 

―迷われましたか。 

「当時大学紛争の最中で、私は

“専門バカ”と言われたくない。

初めて知った Y やワイズに加わ

って、広く青年を育てる働きに賭

けてみたい、と思ったのです」 

―すぐに馴染めましたか。 

「田中さんに“ワイズでは頼ま

れたらなんでもやる！”と言わ

れ、そういうものかと」 

―デザインもされますね。数学と

共通点ってあるのですか。 

「父親が画家だったので、影響

があると思います。末弟は彫刻家

になりました。数学とデザインの

関係は奥深いものがあります」 

―郵便切手のデザインをされた

こともありますね。 

「1990 年に京都で国際数学者

会議があって、そのロゴに応募し

て、“京”の字を石灯篭としたデ

ザインでしたが、採用されまし

た。その後、同会議の記念切手作

成にも関わり、娘の作った折り紙

の多面体が郵政省の技官に採用

されたのです。旧日本区のバナー

は、いつだったか頼まれてデザイ

ンしました。それが、東西日本区

に引き継がれています」 

―1979 年には、スエーデンに行

かれましたね。 

「大学に、在外研究という制度

があり、半年間、イエテボリ大学

に行きました。家族も一緒で、多

くの北欧のワイズメンと親しく

なることができました」 

―1994－95 年度に国際会長に就

かれました。 

「85－86 年度日本区理事、87

－90 年度国際議員、88－89 年度

アジア地域会長、と務め、もうい

いと思ったのですが、竹内敏朗さ

ん（熱海グローリー）や田中さん

の推薦があったのでしょうね」 

―その時期の国際の問題点や、関

心はどこにありましたか。 

「87年ナイジェリアのラゴスで

の国際議会でワイズ発展の壮大

な計画が打ち出されました。あま

り大胆だったので、その後修正さ

れ、94 年頃は“ビジョン”が重

要視されました」 

―青木さんの英語について、元国

際書記長のイングバー・ワリン

が、『正確な英語』と褒めていた

と聞いたことがあります。 

「学校英語だけのお寒い力量で

した。国際の会議に放り込まれ、

冷や汗と悔し涙で何とか身につ

けたスエーデン風味の英語です」 

―1977 年に、ユースコンボケー

ションの前身といわれる、ハワイ

集会に高校生を連れて、参加され

たことがありましたね。 

「はい。熱海大会の 2 年後で、

私と家族の海外初体験＝国際へ

の船出の第一歩でした」 

―当時、ユースに対する関心が、

日本区にはあまりありませんで

した。 

「そうでしたね。YEEP 事業は

ありましたが。88 年京都国際大

会のときも、ユースの集いを併催

する気運は小さかったのですが、

私ほか少数の者ががんばって実

現させました」 

―青木さんは、ボランティアで千

葉 YMCA の総主事もやられたの

ですね。」 

「2007 年大学を定年退職し、そ

の後 09 年から急な事情で総主事

代行を結局 5 年間、ボランティア

で奉仕しました」 

―クラブでは、万年ブリテンエデ

ィター。 

「かなり初期のころからやって

います。高校時代には新聞部にい

ましたから、苦になりません。で

ももう、次の人にと思っています

が、なかなか引き継げません」 

―今、ワイズの高齢化が言われま

す。特に、若者が群れることを嫌

う傾向があります。このあたりを

どうお考えですか。 

「若者は老い易く、年寄は歳を

取るのを忘れている、というのが

私の感想です。私たちが元気な間

は、若者に学びと活躍の場を提供

し、あとはよろしくというほかな

いのでは」 

―有難うございました。（吉田明弘） 
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手術後の痛みの相関関係はデ

シベル値と感じる。数ある痛みの

絶対性とは比較の問題であり、あ

る 1 つの傷の痛みの数値より他

の傷の痛みの数値が大きくなれ

ば、痛みを感じる場所が移転する

だけで、痛みの問題は解決されて

いない。 

身体中が傷だらけだから止む

を得ないと思い、諦めるより仕方

がない。胸部には大きな手術跡が

2 か所、腹部にも 2 か所ある。点

滴の管は 20 本以上。 

3 月 3 日（第 1 次）は食道の切

開手術。食道がなくなってしまっ

たので、腹壁を切開して空腸（十

二指腸に続く小腸の一部）に管を

通し、人工的な栄養をすべて注入

（鉄分・カルシウム等を含む）。「生

かされている…」という感を

否めない。  

3 月 3 日（第 1 次）の手術の傷

も癒えて、ようやく第 2 次（4 月

10 日）の手術。大腸の一部を切

りとり、切除した食道部分につな

げる手術。本来、食道を切除した

あと胃を引き上げて繋げるのだ

が、私の場合、過去に胃がんで胃

を失っているので、大腸をその代

わりに切りとり繋げる。残った大

腸の縫合と食道部分に繋げる縫

合が、両方とも成功するかどう

か、持病もあるので合併症のリス

クも高い。ドクターを信じて、運

を天に任せるしかない。 

 第 2 次手術の傷跡の痛みが止

まらない。冗談やダジャレで気を

紛らわせて何とかしようとする

が、痛みから逃れることはできな

い。｢（City Boy）（CT ボウイ）

も痛みには勝てない」とニヒルに

笑って言ったら、ベテラン看護師

に（CT じじい）でしょと言われ

た。 

ようやく痛みも落ち着いて、5

月 10 日から重湯が食べられるよ

うになった。20 本以上あった点

滴の管も徐々に外された。入院

中、真面目にリハビリに励んだの

で呑み込む力も増し、退院が見え

てきた。 

空腸を通した管は、まだ抜くこ

とはできない。退院後、自宅療養

中に食べられない時や、体重が急

激に減った時には、栄養を注入し

なければならないからだ。 

それでも 5 月 17 日、100 日に

も及ぶ長い入院生活に終止符を

打つことができた。 

  

 

 

 

星  輝さんの俳句を紹介しま

す。星 輝さんは、今は单浦和に

お住まいで、療養しておられます

が、かつて荻窪に住んでおられま

した。その頃に、故石井一也さん

が我々に紹介してくださった方

です。 

荻窪のお宅は、大野貞次さんの

お宅のすじ向かいのマンション

で、ある時、彼に招かれて故石井

さん、大野さん、中田靖泰さん、

神谷らが集まって男料理を楽し

み、大いに語り合ったこともあり

ました。また、石井さん、大野さ

んらと共にフロストバレー

YMCA に本間さんを訪ねて数日

間ここで遊び過ごしたこともあ

りました。この間ワイズメンズク

ラブに誘いましたが、入会には至

りませんでした。その後、病を得

られ、入退院を繰り返され、今は

俳句も楽しみながら療養に専念

しておられます。当クラブのブリ

テンは毎月お届けしています。 

 

 

加賀てまり金糸銀糸の春まとい 

園児等の風をまるめてシャボン玉 

桜餅頬ほんのりと染まりけり 

切り絵めく蔵の街にも初燕 

老いる事五感に刻みヒヤシンス 

病む春や幼き子より千羽鶴 

 

最近、この 6 句を送ってくださ

いました。第 1 句は全国俳句大会

で特選に、第 2 句は第 6 位に選ば

れたとのことです。昨年 4 月には

NHK の俳句大会で金沢に、毎週

各地での大会に参加して頑張っ

ておられる由。 

風薫る湯島聖堂ひとり歩す 

江戸かつぐ神田明神荒神輿 

早期ご回復を祈り願い、お元気

になられたとき、またしつこくワ

イズにお誘いしたいと思ってい

ます。 

編 集 後 記 

東京西クラブの担当主事とし

て 10 年間お付き合いいただき、

今般転出された小畑貴裕さんに、

担当主事から見たワイズメンズ

クラブについて寄稿していただ

きました。大変感謝です。 

 3 週間にも及ぶ激しい揺れに、

しかもいつ終焉するか見通しが

つかない揺れに難儀している多

くの熊本、大分地方の方々がおら

れることに心が痛みます。多くの

家を失い、また失わなくても住む

ことができなくなって、肉体的精

神的にダメージを受けておられ

ます。 

また、多くのワイズメン、

YMCA の方々は、不眠不休で救援

に携わっておられるとのことで

す。「私たちもできるだけの支援

をしよう」との思いで支援金を集

めて、支援しようではではありま

せんか。 

          (S.K) 

 

 

親友 星 輝さんのこと       神谷幸男 

埋もれ木の記⑤    －手術後の痛み－        木原 洸 

 


